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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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通
っ
て
い
い
ん
で
す
か
」、

憤
り
を
露
わ
に
し
た
電
話
が

次
々
と
入
っ
た
。
そ
の
中
に

大
阪
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

の
異
動
状
況
も
あ
っ
た
▼
そ

こ
で
は
、　

人
中　

人
が
異

99

56

動
と
な
り
、「
勤
務
延
長
が

ら
み
」
職
員
が
多
数
入
っ
て

く
る
。
電
話
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
は
、
確
申
期
事
務
の
範

ち
ゅ
う
に
入
る
た
め
、
勤
務

延
長
の
理
由
付
け
が
容
易
に

な
る
か
ら
、
と
の
憶
測
が
流

れ
た
▼
「
形
を
変
え
て
指
定

官
職
を
優
遇
す
る
意
図
は
丸

見
え
。
顧
問
先
斡
旋
廃
止
の

見
返
り
に
、『
禁
じ
手
』
を
使

う
国
税
庁
の
悪
あ
が
き
は
見

る
に
堪
え
な
い
、
世
も
末
」

と
中
堅
職
員
も
落
胆
を
隠
さ

な
い
。
勤
務
延
長
は
「
組
織

を
円
滑
に
回
す
た
め
」
と
い

う
が
、
そ
の
正
体
が
暴
か
れ

つ
つ
あ
る
。

 
「
ま
る
で
勤

務
延
長
に
シ

フ
ト
し
た
人

事
、
こ
ん
な

い
び
つ
な
人

事
が
ま
か
り

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

４
四
の
飛
車
が
主
力
で
す
。

（　

分
で
二
段
）

10

　　　　 　やっぱり

　　　　 　全国税は
　　　 　絶対になくしては
　　　　 　いけない！
　私の周りでは、「なぜ、いまさら」とか、
「なぜ、あなたが」とか、かなり言われまし
た。
　私は国税大阪でお世話になり、退組後、
無組合期間を経験した上で、今回の全国税
への入組となりました。
　入組の理由は、
　①国税大阪では物足りなく、無所属では
何もできなかった。②税務の職場に全国税
がなくなったら（高齢化・若年少数）、どう
なるか。③職場での不思議、なぜ、を確認
したい。　etc

　一人では何もできないが、組合加入で何
かできないかと思っています。
　しかし、私自身、組合のすべてが是では
ありません。嫌なことやできないことは否
でありたいと思っています。
　こう言う私が組合に入組しています。
　現状に疑問や不満を持っておられる「あ
なた」、私と一緒に全国税に加入し活動し
ませんか。

　　2010年7月5日

　　　尼崎署徴収部門 　　辻　洋一郎

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

加
入
声
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明

10年09年08年07年06年

713141518特 官

11相談官

35883統括官

1国専官

11評専官

1酒指官

1公専官

1主 査

1023242421計

1010年
2309年
2408年
2407年
2106年
2105年
2604年
3003年
3202年
2901年

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る

　
　

6
級
ポ
ス
ト
発
令
数
の
推
移

6級ポスト発令の官職別内訳

「
勤
務
延
長
」
で
人
事
は
大
滞
留

　

来
年
3
月
定
年
退
職
を
迎
え
る
指
定
官

職
か
ら
「
勤
務
延
長
」
を
適
用
す
る
こ
と

と
し
た
た
め
、
大
規
模
な
人
事
の
滞
留
が

起
き
、
中
高
年
職
員
の
処
遇
改
善
、
全
国

税
差
別
の
是
正
は
大
後
退
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
部
事
務
一
元
化
後
初
の
定
期

異
動
で
、
管
理
運
営
部
門
に
つ
い
て
は
、

「
事
務
系
統
や
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
意

し
、
チ
ー
フ
の
増
員
と
サ
ブ
チ
ー
フ
を
配

置
し
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
7
月　

日
現
在
で
把
握
で
き
た

15

定
期
異
動
の
特
徴
で
す
。

　人事院は6月30日、国公労連・全国税に対し、日々
雇用の任用形態の見直しに関わる人事院規則等の改正
案を提示してきました。
　当初、人事院が示していた「3年雇い止め」は改正案
には盛り込まれていません。これは、私たちの運動の
大きな成果です。その内容は、日々雇用は廃止し、会
計年度内（最長１年）で任用する仕組みとして、「期間
業務職員」を新たに設け、①採用は、できる限り広く
募集を行い、②任期は、業務遂行上、必要かつ十分な任
期を定めるものとする（不自然な任用中断日を設けな
い）となっています。
　非常勤職員の日々雇用の廃止は、任用制度以外の制

　度（退職手当、共済制度等）とも関わり
　ますが、これらについても所管の制
　度官庁で別途検討中となっています。

　人事院は、今後、組合や当局の意見を踏まえ、8月上
旬に規則・通達を改正し、10月1日試行というスケ
ジュールを示しており、非常勤職員の雇用や処遇改善
にむけ、一前進となるものです。
　
　 　非常勤職員とは、常時勤務を要し
ない職員とされており、これまで①日々雇用される職員
…勤務時間について1日につき8時間を超えない範囲内
で定められているもの、②その他の職員…勤務時間につ
いて常勤職員の1週間の勤務時間の4分の3を超えない
範囲で定められているもの、に分類されていました。税
務署で働く非常勤職員は「その他の職員」に該当します。

  非常勤職員の3年雇い止め撤回

キーワード

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
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■
6
級
ポ
ス
ト
発
令
■

　

来
年
3
月
定
年
退
職
を
迎

え
る
指
定
官
職
の
う
ち
、
7

月
定
期
異
動
時
の
辞
職
数
の

明
示
を
求
め
た
の
に
対
し
、

国
税
庁
は
「
個
別
の
話
」
と

の
理
由
で
回
答
を
拒
否
し
て

き
ま
し
た
（
そ
の
割
合
は
1

～
2
割
程
度
か
）。

　
「
勤
務
延
長
」で
生
じ
た
人

事
の
滞
留
で
、
6
級
ポ
ス
ト

発
令
数
は
前
年
の　

か
ら　

49

59

％
減
の　
（
札
幌
局
）、
2
2

20

0
か
ら　

％
減
の
1
3
0

41

（
東
京
局
）、
1
2
3
か
ら　
56

％
減
の　

（
名
古
屋
局
）
に

54

激
減
し
ま
し
た
。

　

そ
の
発
令
範
囲
は
、
普
通

科
は　

期
か
ら　

期
、
専
科

31

48

は
4
期
か
ら　

期
に
ま
た

23

が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
局
が
「
若
手
抜
擢
・
第

一
選
抜
人
事
」
に
固
執
し
た

た
め
、
一
般
上
席
か
ら
の
6

級
ポ
ス
ト
発
令
数
は
減
少

し
、
中
高
年
職
員
の
処
遇
後

退
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

　

5
級
昇
格
で
は
、
普
通
科

　

期
～　

期
の
一
部
を
残
す

39

41

な
ど
、
5
級
昇
格
の
「
最
終

発
令
時
期
」
を
さ
ら
に
後
退

さ
せ
て
い
ま
す
。

■
5
級
以
下
の
昇
格
発
令
■

　

4
級
昇
格
は
普
通
科　

・
49

　

期
、
専
科　

・　

期
中
心

50

25

26

の
発
令
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
勤
続　

年
を
超
え

20

る
普
通
科　

期
～　

期
の
一

45

48

部
を
残
し
た
一
方
で
、
普
通

科　

期
や
専
科　

期
に
発
令

52

28

し
、
格
差
を
一
層
拡
大
さ
せ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

2
級
昇
格
で
は
、
普
通
科

　

期
の
約
3
割
を
未
発
令
に

62し
て
お
り
、
若
い
う
ち
か
ら

差
を
つ
け
る
人
事
に
固
執
し

た
ま
ま
で
す
。

■
配
転
■

　

管
理
運
営
部
門
の
異
動
が

一
部
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、

全
体
の
規
模
は
3
割
程
度
縮

小
し
た
模
様
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
局
が

「
1
時
間　

分
以
上
」で
線
引

30

き
し
て
い
る
長
時
間
通
勤
や

単
身
赴
任
は
一
定
解
消
し
た

形
跡
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

問
題
は
、
本
人
の
希
望
を

無
視
し
、「
公
務
の
要
請
」
で

生
活
や
健
康
破
壊
の
配
転
が

依
然
と
し
て
続
き
、「
仕
事

と
生
活
の
両
立
支
援
」
に
逆

行
す
る
配
転
も
平
然
と
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

全
国
税
差
別
是
正
も
大
幅
に
後
退

　

ま
た
、
管
理
運
営
部
門
の

上
席
等
を
一
方
的
に
遠
隔
地

に
飛
ば
し
、
初
回
異
動
と
な

る
青
年
職
員
に
対
し
「
布
団

つ
き
配
転
」
を
増
大
さ
せ
て

い
ま
す
。「
異
動
保
障
」に
関

わ
っ
て
、
経
済
面
を
最
大
限

尊
重
し
た
配
転
を
求
め
た
の

に
対
し
、「
地
域
手
当
6
％

以
下
で
2
年
目
以
降
の
職
員

に
配
意
し
た
（
東
京
局
）」
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
が
い
る　

年
採
用
組

47

合
員
の
発
令
は
0
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
昨
年
7
月
に

昇
任
し
た　

名
の
う
ち
3
名

24

の
6
級
昇
格
発
令
を

い
ま
だ
に
拒
否
し
て

お
り
重
大
で
す
。

各
1
名
の
該
当
者
が
い
る
4

期
・
5
期
に
発
令
は
あ
っ
た

も
の
の
、
2
名
の
該
当
者
が

い
る
6
期
の
発
令
は
0
、
③

2
名
の
該
当
者
が
い
る
昭
和

　

年
採
用
、
1
名
の
該
当
者

45が
い
る　

年
採
用
、
3
名
の

46

　

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る

6
級
ポ
ス
ト
発
令
数
は　

に
10

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
3
月
定
年
退
職
を
迎

え
る
普
通
科　

期
の
組
合
員

29

で
、
6
級
ポ
ス
ト
未
昇
任
者

は　

名
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、

13
誰
一
人
と
し
て
発
令
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
①
普
通
科
生
で
み

れ
ば
、　

名
の
該
当
者
が
い

20

る　

期
の
発
令
は
0
、　

名

30

11

の
該
当
者
が
い
る　

期
の
発

31

令
は
1
、　

名
の
該
当
者
が

35

い
る　

期
は
4
に
と
ど
ま

32

り
、
②
専
科
生
で
み
れ
ば
、

　

7
月
8
日
、
東
京
局
の

職
員
か
ら
の
投
書
で
す
。

　

子
育
て
中
の
女
性
職
員

は
、
毎
年
異
動
の
時
期
は

ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

や
っ
と
生
活
の
サ
イ
ク

ル
が
上
手
く
回
り
、
自
分

も
子
供
も
良
い
感
じ
に

な
っ
た
と
思
っ
て
も
、
異

動
で
家
を
出
る
時
間
が
変

わ
る
と
、
と
て
も
仕
事
を

続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。（
略
）

　

人
事
課
は
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
な
ど
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
全

く
配
慮
の
な
い
異
動
が
さ

れ
て
い
ま
す
。（
略
）

　

本
気
で
職
員
の
両
立
支

援
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
の
な
ら
、
配
置
面
で

も
っ
と
配
慮
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　

人
事
課
の
目
先
の
数
字

を
稼
ご
う
と
す
る
口
先
だ

け
の
宣
伝
は
、
即
刻
止
め

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
女
性
職
員
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
現
場
職
員
の
生
の

声
を
伝
え
て
下
さ
い
。

両
立
支
援
に
も
っ
と
配
慮
し
て
下
さ
い

7月人事

犠
牲
は
中
高
年
、処
遇
は
大
後
退

普　

・　

期

29

30

　

名
未
発
令

33

　

歳
代
後
半
組
合
員
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て

50

人事院改正案
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給
食
弁
当
廃
止
提
案

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

　

当
署
で
は
出
勤
簿
の
横

に
給
食
弁
当
の
申
込
票
が

あ
り
、
出
勤
簿
と
と
も
に
回

収
さ
れ
る
。

　

６
月
の
あ
る
日
、「
給
食

弁
当
の
斡
旋
を
中
止
し
た

い
」
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が

回
っ
て
き
た
。
理
由
と
し

て
、「
…
弁
当
の
お
世
話
は

非
常
勤
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト

さ
ん
）
の
仕
事
と
し
て
い
た

が
、
予
算
が
削
減
さ
れ
、
配

置
し
づ
ら
く
な
っ
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
総
務
課
職
員

が
担
う
こ
と
に
な
り
、
負
担

が
重
い
…
」。

　

昼
休
み
を
バ
ラ
バ
ラ
に

さ
れ
、
今
度
は
弁
当
か
？

―
―
中
性
脂
肪
を
気
に
す

る
職
員
よ
り

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん 

　
　
　

日
着
任
強
制

15

【
東
京
局
・
管
運
職
員

　
　
　

か
ら
の
メ
ー
ル
】

　

本
日
、
異
動
に
な
っ
た
職

員
で
す
が
、「
仕
事
の
引
き

継
ぎ
や
簿
書
整
理
等
で　
16

日
に
着
任
し
ま
す
」
と
言
っ

た
ら
、
統
括
官
が
「
ふ
ざ
け

る
な
！　

日
に
着
任
し
ろ
。

15

　

日
に
分
掌
発
令
が
あ
る
。

15引
き
継
ぎ
な
ん
て
１
日
も

あ
れ
ば
終
わ
る
だ
ろ
う
。

忙
し
い
の
は
ど
こ
の
署
も

一
緒
だ
。
後
任
者
に
や
ら

せ
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
か
ら
、
最
終
着
任
日

以
前
に
、
強
制
的
に
着
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

断
固
、
許
さ
れ
る
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
職
員
を 

　

大
切
に
し
て
欲
し
い

【
北
海
道
・
道
北
支
部
】

　

当
局
は
「
職
責
を
果
た
し

た
職
員
は
登
用
す
る
」
と
繰

り
返
し
て
い
ま
す
が
、
職
員

誰
し
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職

責
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
、

今
の
職
場
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

　

人
な
み
に
当
た
り
前
に

働
い
て
き
た
職
員
を
大
切

に
で
き
な
い
職
場
は
、
未
来

へ
の
展
望
も
な
く
、
そ
れ
だ

け
で
不
幸
で
す
。

イ
カ
人
間
、
タ
コ
人
間

【
近
畿
・
京
滋
支
部
】

　
　

歳
代
の
上
席
が
言
い

40
ま
す
。「
職
場
に
は
、
一
生

懸
命
に
八
方
手
を
尽
く
し

て
仕
事
を
す
る
タ
コ
人
間

と
、
い
つ
も
手
を
前
に
合
わ

せ
て
仕
事
も
し
な
い
・
リ
ス

ク
も
背
負
わ
な
い
イ
カ
人

間
の
２
種
類
が
い
る
」
と
。

　

続
け
て
言
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
職
場
は
イ
カ
人

間
が
出
世
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。（
略
）
イ
カ
ば
か
り
で

は
仕
事
は
回
ら
ず
、
相
手
に

な
め
ら
れ
て
し
ま
う
。　

こ

れ
で
は
拙
い
と
思
わ
な
い

ん
で
す
か
ね
ぇ
」
と
。

　

な
る
ほ
ど
と
妙
に
納
得
、

イ
カ
な
の
に
タ
コ
に
見
せ

る
の
が
「
秘
訣
」
な
の
か
。

往
路
復
路
の
違
い
認
め
て

【
東
海
地
連
・
女
性
部
】

　

通
勤
経
路
が
往
路
と
復

路
が
違
う
こ
と
を
認
め
て

ほ
し
い
。
保
育
所
に
子
ど

も
を
預
け
る
時
に
車
が
必

要
だ
け
れ
ど
、
家
に
一
度
帰

れ
ば
車
通
勤
に
な
ら
な
く

て
済
む
。
車
通
勤
は
神
経

使
う
の
で
避
け
た
い
。

主人公はあなたです

8　2〜4
国際会議（広島）

8　4〜6
世界大会–広島

8　8〜9
世界大会–長崎

（月）

（金）

（月）（日）

（水）

（水）

前
・
後
期
に
分
け
実
施
を

　

■
「
専
攻
税
法
研
修
」
に
関
す
る
緊
急
申
し
入
れ
■

　

全
国
税
の
「
専
攻
税
法
研

修
の
や
り
方
を
見
直
す
よ
う

に
」と
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

国
税
庁
は
7
月
9
日
、
①
開

催
場
所
お
よ
び
日
程
に
つ
い

て
、
今
か
ら
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
②
基
本
的
に

は
、
対
応
す
る
局
の
研
修
所

で
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
研
修
科
目
に
精
通
し

た
講
師
等
の
確
保
や
収
容
能

力
の
問
題
が
あ
り
、
専
科
は

８
研
修
所
に
集
め
た
。
府
省

間
配
転
者
等
の
研
修
は
、
討

議
方
式
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
主

体
の
た
め
、
人
数
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
４
研
修
所
に

集
め
た
も
の
、
と
回
答
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
申
し
入
れ
に
対

す
る
回
答
と
い
う
よ
り
、

「
税
大
の
運
営
は
当
局
の
責

任
に
お
い
て
実
施
す
る
も

の
」
で
意
見
は
聞
か
な
い
と

の
独
善
的
姿
勢
で
あ
り
、
理

由
に
挙
げ
た
講
師
の
確
保
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
等
は
当

局
の
都
合
で
あ
り
、
受
講
生

の
生
活
面
・
経
済
面
の
負
担

を
無
視
し
た
も
の
で
す
。

　

7
月　

日
、
全
国
税
は
再

12

度
、
次
の
「
緊
急
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。

１　

研
修
日
程
を
、
前
期

（
7
月　

日
か
ら
8
月
4

22

日
）、
後
期
（
8
月　

日
か
ら

17

9
月
2
日
）
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
研
修
旅
費
を
支
給
す
る

こ
と
。

２　

8
月
5
日
か
ら
8
月　
16

日
の
間
は
職
場
に
復
帰
さ
せ

る
こ
と
。

「
夏
季
研
修
（
自
主
研
究
日
）

期
間
の
年
休
等
の
強
制
取

得
」
は
、
受
講
生
の
権
利
を

著
し
く
侵
害
す
る
た
め
、
絶

対
に
行
わ
な
い
こ
と
。

３　

来
期
以
降
は
、
対
応
す

る
局
の
研
修
所
で
実
施
し
、

研
修
日
程
も
9
月
以
降
に
変

更
す
る
こ
と
。

専攻税法
研　　修

年
休
取
得
の
強
制
は
、権
利
侵
害

　　　不況打開！ 最低賃金引上げ
　公務員賃金改善、国民本位の予算実現
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誇
り
と
尊
厳
傷
つ
け
る
、
即
撤
回
を

　
　

歳
代
後
半
職
員
の
給
与
削
減
提
案
は
即
刻
撤
回

50
せ
よ
！
―
―
公
務
労
組
連
絡
会
・
国
公
労
連
は
７
月　
13

日
、
人
事
院
前
で
緊
急
行
動
を
行
い
（
２
５
０
名
が
結

集
）、
提
案
の
不
当
性
を
糾
弾
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

　

■
公
務
労
組
議
長
■

　
　

歳
代
後
半
の
職
員
の
給

50
与
削
減
の
提
案
は
年
齢
に
よ

る
差
別
で
あ
り
、
給
与
決
定

の
根
本
を
覆
す
も
の
で
断
じ

て
許
せ
な
い
。
職
員
の
誇
り

と
尊
厳
を
傷
つ
け
る
暴
挙
で

あ
り
、
人
事
院
に
断
固
撤
回

を
要
求
す
る
。

　

■
国
公
労
連
の
代
表
■

　
　

年
の
公
務
員
制
度
改
革

09
推
進
本
部
が
決
定
し
た
工
程

表
、
通
常
国
会
で
の
仙
谷
公

務
員
制
度
改
革
担
当
大
臣

（
当
時
）の
答
弁
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
総
人
件
費
削
減

の
政
府
方
針
に
迎
合
し
た
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら

れ
な
い
。

　

一
律
に
給
与
削
減
を
許
せ

ば
、　

歳
代
後
半
に
と
ど
ま

50

ら
ず
、
す
べ
て
の
公
務
員
労

働
者
に
広
が
っ
て
い
く
危
険

性
が
あ
る
。

　

■
全
教
の
代
表
■

　

民
間
で　

歳
代
後
半
の
給

50

与
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
、

出
向
な
ど
再
就
職
し
た
結
果

で
あ
り
、
国
家
公
務
員
は
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
　

歳
以
上
の
職
員
に
は
高

56
校
や
大
学
生
の
子
ど
も
も
い

る
。
ま
た
、
管
理
職
も
多
く

職
場
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
提
案
は
、
長
年
公
務

の
職
場
で
奮
闘
し
て
き
た
職

員
に
、「
恩
を
あ
だ
で
返
す
」

も
の
だ
。

　

■
自
治
労
連
の
代
表
■

　

東
証
1
部
上
場
の
大
手
企

業
で
は
、
賃
金
は　

歳
ま
で

60

上
が
っ
て
い
る
。
あ
の
日
本

航
空
で
も
下
が
っ
て
は
い
な

い
。
仮
に
国
公
に　

歳
代
後

50

半
の
給
与
切
り
下
げ
が
導
入

さ
れ
れ
ば
、
地
方
公
務
員
に

も
及
ぶ
。

　

人
事
院
は
労
働
基
本
権
制

約
の
代
償
機
関
だ
が
、
い
つ

か
ら
賃
下
げ
勧
告
機
関
に
な

り
さ
が
っ
た
の
か
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　

翌
日　

日
の
交
渉
で
、
人

14

事
院
は
、「　

歳
代
後
半
層

50

の
問
題
は
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
、「
仮

に
、
官
民
比
較
で
マ
イ
ナ
ス

較
差
が
出
た
場
合
、　

歳
代

50

後
半
層
職
員
の
給
与
で
対
応

し
、
他
の
職
員
へ
の
影
響
を

極
力
避
け
る
こ
と
が
適
当
」

「
新
た
な
方
法
と
し
て　

歳
50

代
後
半
層
職
員
の
給
与
に
一

定
率
を
乗
じ
て
引
き
下
げ
を

考
え
て
い
る
」
と
頑
迷
な
姿

勢
は
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
公
労
連

は
「
重
大
な
制
度
改
悪
で
あ

り
、
単
純
な
官
民
年
齢
別
給

与
比
較
だ
け
を
根
拠
と
す

る
措
置
は
到
底
納
得
で
き

な
い
も
の
で
、
あ
く
ま
で
提

案
の
撤
回
を
求
め
て
い
く
」

と
通
告
し
ま
し
た
。

人
事
院
へ

公務員バッシングと対峙せよ
賃下げ勧告機関になり下がるな

　

歳
代
後
半
の

50給
与
削
減
提
案


